
、し

ギャラリー
はりしん

⑪

神戸市中央区元町通３丁目
1 0 番３号
金（078)331-2516

貸画廊
ギャラリー新光

心

画廊使用ノオ申込ハ
３ヵ月以上前ニオネ
ガイシマス。

元町通Ⅱ丁目
査（078)321-4732

元町画廊
<若木屋〉
佐藤廉

⑱

神戸市中央区元町通１丁目
７番２号〈ニューもとビル〉
壷（078)331-2359
第１'３月曜休、第2 . 4 日曜休

G a I e r i e D e L a P a i x
ギャラリード．ラ. ペ

⑱

神戸市中央区山本通2 - 8 - 1 5
ローズガーデン１Ｆ
竃( 0 7 8 ) 2 2 2 - 1 5 1 8水曜休

･ ３／２～3 ／７神戸フォート２１
．３／９～3 / １４第２回百点満展
‘３/ 1 6 ～3 / ２１グループすみれ

藤岡未知世欧風刺繍展
･３/23～3/２８

立花玲子木彫作品展

書廊薬；
‘Ｌ

●
神戸市中央恢三宮町１丁目
６－３（パレツクス東隣）
壷（0 7 8 ) 3 9 1 - 4 1 3 7月曜休

刃
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ｰ ■一 の神戸のパゾラマと､ お食事と､ パーティと。
一

口寄子：虫奄さ ･ 竜ｓ ･ 啓 " 劇一

宮ロ一・一命ぞぐ．-裁炉一一・・：ン・革｡ .．診凸一

ｐ宇 釘

ロ●羊ロ●一”ｇも画辞壷 ｡ ＝●●垂①母 ｡ α、ク ｡ ●・旬●

塁一・一一｡
●

Ｐｂ缶一●園勺一①●埠凸ロ ｡ ■■

● 町令 4 い R■

●ご宴会･ パーティ・各種催物の御用承ります

、

ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ

.z2‘形〃 ｣Ｃロ‐( 2 4 階）
ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ 和胤レストラン

B O O N 鰯端毒
B O C I V 穆Ｐ圃閲T M M ｡ m ＳＥ

神戸商工貿易センタービル
ａ(078)251-1961

神戸タワーサイドホテル
( 1 3階）壷( 0 7 8 ) 3 5 1 - 6 8 8 1

ピスタラウンジブーンパル（2 5 階）神戸新長田ジヨイプラザビル
ステーキレストランブーン（2 4 階）念( 0 7 8 ) 6 4 3 - 3 9 7 8 ～8 ０

ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ

ＢＯＯＮ縮
中国料理

璽宝篭閣
日本料理

､倉獅『Ｉ (10階）

(７階）

農業会館( 大丸南側）
壷(078)333-5969

神戸新聞会館
公(078)221-1616

舞 子ビラ
冠(078)708-0371

シンエーフーソ株式会社

、

ノ
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園
：
ノ

／

お弁当を開ける、あの｛まのぼのとした楽しさを
と、あわじやはいつも考えています。皆様に

上記以外に、六甲道駅、須磨駅、国鉄列車内販売、中国自動車道各売店、第二神明道路明石サービ
スエリア売店、関西汽船のりば( 中突堤) 、各フェリーのりば、船内売店、ポートライナー売店、ジョ
イプラザ大丸地下１階、須磨大丸１階、深江店でも販売しています。

新神戸・神戸・三宮・元町・六甲道・須磨
231-0168351-1682252-0168332-1682842-1682731-4120

諮 瀦屋お弁当の
ざ

Ｆ
、

画6 5 O 神戸市中央区相生町3 丁目１番1 号
冠神戸( ０７８）３５１－１６８２㈹

明道路明石サービ
イナー売店、ジョ

'お弁当を開けるあのほのぼのとした楽しさを三三垂亜Z，
皆様に一と、あわじやはいつも考えています。

上記以外に、六甲道駅、須磨駅、国鉄列車内販売、中国自動車道各売店、第二神
スエリア売店、関西汽船のりば( 中突堤) 、各フェリーのりば、船内売店、ポートラ
イプラザ大丸地下１階、須磨大丸１階、深江店でも販売しています。

新神戸・神戸・三宮・元町・六甲道・須磨
231-0168351-1682252-0168332-1682842-1682731-4120

，お弁当の鵡離墨区
｢ = ‘ー ーーーー壷6 5 o 神戸市中央区相生町3丁目１番1号冠神戸( ０７８) ３５１－１６８２㈹Ｌ ノ

蛋雲鍵茎嘉議
新神戸駅2 3 1 - 0 1 6 8

F i l瞳ご曾廻窯蕊
神戸駅3 5 1 - 1 6 8 2 元町駅3 3 2 - 1 6 8 2

亜圃霞隆一鵜
２二重零壁挫＝害．f響

大丸神戸店地下１階3 3 1 - 8 1 2 1 そごう神戸店地下１１皆2 2 1 - 4 1 8 1 プランタン三宮地下２階2 9 1 - 0 0 7 7
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愚

ユ言車

蕊.J？

G』

「今回の私個人のテーマはﾐ 恋心多。春の爽やかな恋か
ら、真夏の情熱的な恋まで、いろいろ表現したいわ」
とウィンザーの山田冨紗子さんく右> ･ 片や大丸ジバンシー
サロンの大西節子さんはジェラシーがテーマ。ともに
K ､ F , Ｍ〈コウベファッションモデリスト〉のメンバー
で、３月３日に神戸ポートピアホテルで開かれる第３
回' 8 2 Ｋ°Ｆ. Ｍ春夏ファッションシヨーミ女のいる世界参
でモデリストの粋を見せる。仕事に情熱をかける女性
は､ ｢ 花銀_ ，の食事タイムも大切に味わいながら。

一凸

ﾉｉ
･ 大西パーキング駐車無料
･ 会員制別館｢ 花銀｣ もご利用下さい。

ノ

■

ＨＡＮ釦ＧＩＮ

日 銀
蚕
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／
壁の穴1 情報ＶＯＬ－２（その３）

、

礼節は仕事における潤滑油？
私たちは１日に、これだけの言葉を使用いたしております。

言葉 ｒ

〔１〕いらっしゃいませ。
〔２〕はい、かしこまりました。

〔３〕少々 、お待ち下さいませ。

〔４〕お味の方はよろしゅうございますかノ

〔５男どうもありがとうございました。

〔６〕また、ご利用下さいませ。

〔７〕はい、ありがとうございます。
壁の穴三宮店でございます。

トシ ５ ，精神

お客様には満身の笑顔で･ ･ …，

お客様、確かに承りました。

申し訳ございません。少しお待ち願えますか？

味は、いつもと変わりございませんでしょうか』

いつも本当にありがとうございます。

是非、また、いらして下さいませ。

電話のむこうはどんな顔砿
そうです。笑顔で受話器をとります。

以上、使用の多い順番にご紹介いたしました。
私達は、お客様との｢ 笑顔の会話｣ を心がけております。
礼節は仕事の上での潤滑油. ／
お客様との心の通った会話を楽しみにしております。
是非、ご来店下さいませ。

東京｡ 渋谷スパゲティ専門店

く三宮店〉
中央区三宮町１丁目８番１号サンロイヤル神戸１０Ｆ（さんプラザ）

T E L O 7 8 - 3 3 2 - 4 5 5 1
営業時間１１ＡＭ～ｇＰＭ第１．３月曜休

、
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■

、

最高のフランス料理と芳醇なワイン
シャンソンの調べ. …
いま北野には春の訪れ

鱒Ｉ

入学・卒業・就職祝い・謝恩会・種々宴会にご利用ください
( 宴会場６名～１６名様、１０名～4 0 名様でご利用いただけます｡ ）

●Ｌｕｎｃｈ￥２，５００．￥４，７００
●Ｄｉｎｎｅｒ￥５，０００。￥７，０００
その他ア・ラ・カルト

◆

●K i t a n o Q u e e n ，ｓＬｕｎｃｈ
〈税・サービス料込〉￥３，００O

ご婦人のためのロイヤルﾀ ｲ ﾑ ( 午前1 1 時～午後３時半）
をご利用ください。

北野通’

;Ｇ’

１

品 v｡'h可:』銅翻弓副劃k闘副司司$、
神戸市中央区北野町１－５－７壷( 0 7 8 ) 2 2 2 - 5 1 2 3

年中無休・駐車場有

本格的フランス料理がお気軽にお召し上りいただけます。

ファッションショー･ 展示会
などにもご利用ください｡ （

B職1M;馳胤…
$瓢齢司暫劃､ラも》聯句可､司芭神戸 》 神戸市中央区京町7 7 - 1 神栄ビル

ａ(078)321-1455
ノ
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／

、

心の通い合う、心底からやすらぎを得られる豊かな住まい造り、
ﾐ 心の住まい＝心のふるさとづくり､ を私たちの使命だと考えております。

心の住まいをめざして

今隷講繍：
ＰＨＯＴＯ．

、

菊池 満

ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



三南から歩いて約１０分。機上球技場の緑を通り抜けて、ちょっ
と郊外へ出た感じ…そこが１１階建《三宮国際ビル》の玄関です。
ゆったりと計画された緑のコミュニティは郁心にいるのを忘れて
しまうほど。今まで神ﾉ ｆになかったユニークで、ビックなビジネ
スタウンの誕生です。
三常ピル北館・南館・西館・東館と三宮をビルでネットワーク
する森本倉庫が、恵まれた立地条件に加えて、より高い安全性と
快適性を追求した本格的なオフィスビルです。

森本倉庫株式会社

／ －、

神戸三宮に新しいビジネスタウンのG核｣誕生

鶏

本社／神戸市中央区磯上通２丁目２番８号壷0 7 8 ( 2 3 1 ) 4 9 5 1
ビル事業部／神戸市中央区小野柄通７丁目１番1 8 号三宮ビル北館１０Ｆ壷0 7 8 ( 2 3 1 ) 9 3 8 1
( 倉庫業・港湾述送事業，通関業・自動I I L 巡送取扱堺業・通述事業・不勤産その他の施設の賃貸業） ノ

一一三二咽
一一一

・名称･ ･ ･ ･ …･ …･ 三宮国際ビルディング
⑦所在地･ …･ ･ ･ ･ ･ 神戸市中央区浜辺通２丁目
・延床面積……29, 1 3 0㎡(8 , 8 1 2坪）
・階数．･ ･ ･……･ ･地上１１陪建(塔屋１階）
・駐恥月･ …･ …･ 駐車台数約2 0 0 台・同一蜘也内
・構造…一･ ･ ･ …･ 鉄骨鉄筋コンクリト造
･ 設計・施工･ ･ ･ 株式会社竹中工務店

、

三宮国際ビ1 Ｌ１
ｏＳＡＮＮＯＭＩＹ躯k・

ＩＮＴＥＲＭ町T ＩＯＮＡＬＢＵＩＬＤＩＮＧ

－』' 8 0年代のｵ ﾌ ｨ買翫~Ｌ

９月竣工・テナント募集中 ’し
Ｊ
誰
蔀
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『 巻＝

Ｌ

ﾉ愚識！
茎

個性あさや力､ i 二･ 品質のマツダ

ｎｌａＺＤａ

、

鮎毛＝ 画Ｉ

. ~ = ご雪…尾一一房‐鍵雲舞蓄蕊唾

＝管－－画＝需雪二零勇謹鐸巽曽鍵雲

蓉蛍易

｣ Ｌｌ睡鍾
' １恥神高舜罰路’Ｊ柳原インター

殖…U~聯§
神戸マツダモーターヌ

壷Ｌ本社／神戸市兵庫区東柳原町3番10号(〒652）一念（0 7 8 ) ６７１－５０１１

可
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渓

一一

、

①
南
に
面
し
た
日
当
り
の
良
い
リ
ビ
ン

グ
で
。
真
実
ち
ゃ
ん
の
お
尻
に
注
目
／
、

②
春
に
な
っ
た
ら
庭
に
芝
を
敷
き
つ
め

て
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
に
。

③
２
Ｆ
の
子
供
部
屋
。
パ
パ
の
撮
影
し

た
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
が
部
屋
の
飾
り
に
。

④
ご
夫
婦
の
共
通
し
た
趣
味
は
ゴ
ル
フ

休
日
は
近
く
の
打
ち
っ
放
し
へ
。

斜ADA1輪 子供達も車が少
なく、空気もきれ
いで、緑、公園も
多く広くて、伸び
伸びといきいきと
寒い北風の中、元
気に走り回ってお
ります。主人も会
社が市街地にあり

Ⅲ

誰

なく、心淋しく思ってお
ります。
春から息子が星和台幼稚
園に入園いたしますので
－日も早く星和台の町に
なじみ、親睦を深め、家
族の健康に気をつけてま
すます充実した毎日を送
りたいと思っております。

〈小林久留美〉

すべての点で画一化されつつある現社会の中で、住環
境において、こんなにも個性的な町は、日本広しといえ
ども、少ないんじゃないでしょうか？
それぞれの家が気品にあふれ、住む人々の感性がひし

ひしと感じられます。
私達は、３ヶ月ほど前ふらりと星和台を訪れたのにも
かかわらず、みんなが一目で気に入り、引越しまで１カ
月余りというスピードでした。以前住んでおりました所
が↑すべての空間も無駄なく使ったマンションでしたの
で、門から玄関ドアに至るまでのゆるやかなレンガのア
プローチ、広いリビング、遊びの感覚にも似た広縁、大
きな一枚ガラスから差し込む暖かな日ざしを浴びての生
、活は、まさに快適の一言です。

ますので、日曜日は静境の中で心身共に寛いでいるようです。
また神戸の数々のゴルフクラブにも近く、練習場は目の前
私も日曜日には、毎日の子育てを一時忘れ主人共々練習に出
かけております。
ただ、引越して来まして日が浅いため、親しいご家庭も少
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☆
待
望
の
動
物
パ
ネ
ル
展

亀
井
一
成
さ
ん
が
自
宅
の
車

庫
を
改
造
し
て
暗
室
に
し
、
夜

な
夜
な
龍
っ
て
る
。
と
い
う
の

も
今
年
は
お
嫁
さ
ん
を
迎
え
て

新
居
に
移
り
大
人
の
仲
間
入
り

を
す
る
神
ち
ゃ
ん
の
パ
ネ
ル
展

を
開
こ
う
と
張
り
切
っ
て
い
る

人
工
飼
育
で
話
題
を
集
め
た
神

ち
ゃ
ん
の
成
長
過
程
や
王
子
動

》
帯
》
田
酔
》
》
》
砕
岬
》
》

ど
力
作
約
印
点
を
厳
選
し
て
の

展
覧
会
に
な
り
そ
う
だ
。
「
初

め
て
の
写
真
展
だ
が
、
友
人
の

宮
前
氏
と
の
二
人
展
に
し
よ
う

と
思
う
。
大
き
な
パ
ネ
ル
を
作

れ
ば
、
後
で
利
用
も
で
き
る
し

長
い
間
暖
め
て
き
た
こ
と
な
の

で
成
功
さ
せ
た
い
」
と
本
業
の

他
、
著
述
業
、
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ

と
大
活
躍
中
の
亀
井
さ
ん
だ
が

今
回
は
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の

腕
が
見
せ
ど
こ
ろ
。

☆
映
画
の
発
祥
地
神
戸
に

映
画
美
術
館
の
設
立
を

「
写
真
が
動
い
た
／
●
」
。
初
め

裳
）
を
着
た
老
人
を
描
く
こ
と
天
井
に
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ビ
デ

に
よ
り
人
間
の
哀
感
、
ポ
エ
ジ
オ
施
設
、
ス
ク
リ
ー
ン
と
凝
っ

Ｉ
な
ど
現
代
に
共
鳴
し
て
も
ら
て
い
ま
す
が
、
親
父
の
七
回
忌

え
る
テ
ー
マ
を
追
求
し
て
い
き
の
３
月
７
日
に
は
オ
ー
プ
ン
さ

た
い
」
と
の
こ
と
、
卵
号
か
ら
せ
た
い
」
と
の
こ
と
。

帥
号
ま
で
約
妬
点
が
展
示
さ
れ
☆
ジ
ャ
ズ
写
真
を
撮
り
続
け
る

る
。
ま
た
ト
ル
コ
で
の
ス
ケ
ッ
後
藤
孝
さ
ん

チ
を
収
め
た
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
の
後
藤
孝
さ
ん

ル
百
景
」
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
峰
加
年
前
か
ら
ラ
イ
フ
ワ
ー

難
識
羅
鍾
豊
》
壌

パ
ペ
ッ
ト
・
ス
タ
ジ
オ
最
近
入
れ
込
ん
で
い
る
の
は
、

腹
話
術
の
竹
村
ま
こ
と
さ
ん
昨
年
結
成
別
周
年
を
迎
え
た
ア

は
、
こ
の
と
こ
ろ
七
千
人
近
い
マ
チ
ュ
ア
の
デ
キ
シ
ー
，
グ
ル

全
国
ネ
ッ
ト
の
弟
子
訓
練
に
多
－
プ
〃
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
・
ラ
ス

忙
を
き
わ
め
て
い
る
が
、
こ
の
カ
ル
ズ
〃
。
「
彼
ら
の
加
年
の
歴

３
月
、
長
田
区
鴬
町
１
１
６
史
の
う
ち
最
近
３
年
間
の
、
そ

魯
飢
・
１
１
２
２
）
の
自
宅
に
れ
も
ス
テ
ー
ジ
写
真
が
ほ
と
ん

蕊
蕊
。
ミ
ニ
・
ス
タ
ど
で
す
が
今
後
は
オ
フ
ー
ス
テ

翻
繍
濡
繍
》
撫
噸
罰
縦
鵬
嚇
雌
》
雑

自
宅
訓
練
に
方
向
転
換
す
る
と
も
の
。
表
情
も
少
な
い
地
味
な

大
張
り
切
り
。
「
こ
の
二
、
三
〃
被
写
体
″
で
す
が
、
そ
の
内

年
は
、
全
国
の
婦
警
さ
ん
や
保
面
的
な
も
の
を
地
道
に
撮
っ
て

母
さ
ん
達
の
コ
ー
チ
一
本
や
り
い
く
こ
と
で
き
っ
と
実
り
の
あ

で
し
た
が
、
や
っ
と
皆
育
っ
て
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と

来
ま
し
た
の
で
こ
れ
か
ら
は
神
時
間
の
か
か
る
〃
仕
事
″
に
励

戸
で
じ
っ
く
り
稽
古
と
、
自
分
ん
で
い
る
。

の
た
め
の
実
験
劇
場
を
と
小
さ
な
お
３
月
型
日
発
売
の
ラ
ス
カ
ル
ズ
の

な
夢
を
結
集
さ
せ
ま
し
た
。
一
一
Ｌ
Ｐ
「
ニ
ニ
ー
オ
リ
ン
ズ
・
ラ
ス
カ
ル
ズ

階
は
人
形
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
加
地
ア
ニ
パ
ー
サ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

一
階
の
ス
テ
ー
ジ
は
４
畳
、
観
栂
噂
赤
噴
躯
聖
戦
識
崎

客
席
は
加
畳
、
ミ
キ
サ
ー
室
が
続
く
、
後
藤
さ
ん
の
三
枚
目
の
作
品
。

あ
っ
て
照
明
音
響
が
あ
っ
て
、

て
映
画
を
観
た
人
た
ち
は
驚
い

た
。
明
治
朗
年
ｎ
月
、
花
隈
に

あ
っ
た
神
港
倶
楽
部
で
活
動
写

真
が
日
本
初
公
開
さ
れ
た
。
日

本
の
映
画
発
祥
地
と
さ
れ
る
神

戸
に
〃
映
画
美
術
館
″
を
建
設

し
よ
う
と
い
う
声
が
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
発
想
の
主
、
キ

》
需
雷
》
》
》
》
》
指
》
》
蹄

す
べ
て
を
集
め
た
〃
美
術
館
〃

で
、
資
料
室
や
展
示
室
だ
け
で

な
く
、
映
画
の
上
映
や
イ
ベ
ン

ト
の
で
き
る
空
間
も
併
設
し
た

も
の
。
こ
れ
は
神
戸
で
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
話
す
。
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
目
指
す

神
戸
。
実
現
さ
せ
た
い
話
題
。

☆
ト
ル
コ
の
風
景
、
人
々
を

意
欲
的
に
描
く

昨
年
廻
月
叫
日
か
ら
釦
日
ま

で
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
個
展
を

開
き
、
出
品
作
品
「
旅
人
」
（
Ｐ

鋤
）
が
イ
シ
バ
ン
ク
美
術
館
に

《
購
欝
》
鵬
郷
》

家
の
藤
田
清
照
さ
ん
が
帰
国
。

目
下
、
８
月
２
日
か
ら
７
日
ま

で
東
京
銀
座
の
文
芸
春
秋
画
廊

で
開
催
さ
れ
る
個
展
に
向
け

て
、
作
品
製
作
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
「
カ
フ
タ
ン

（
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
時
代
の
衣

117
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識鮮。 勤
吻
圃
飼
肯
器
ｌ
肌
ｌ
墓
耕
ム
ト
成
〃
〈
請
物
圏
掌
》
責
〉

人
工
ク
チ
バ
シ
と
コ
ウ
ち
ゃ
ん

釣

Ｔ
事
》

ｂｙ〆

蝿

需
蹄
蹄

蝋
鍵
鍵
鱗

識
鋳
鍵

露麓議識

日

串

剰
魂
‐
郵

鐸
鑑
月
内

灘 回轄串向鵠
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くちばしのとれたコウちゃんに一生懸命餌を食べさせる安福飼育員

昔
か
ら
松
に
ツ
ル
と
い
う
組
合
せ
が
、
お
め
で
た
い
こ
と
と
し

て
い
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
今
日
で
は
あ
や
ま
り
で
あ
っ
た

こ
と
を
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
十
米
と
い
う
高
い
松
の
樹
上

に
巣
を
作
っ
た
り
す
る
の
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
あ
っ
て
、
ツ
ル
は
全

て
地
上
に
羽
を
休
め
、
地
上
に
巣
を
作
る
。

毎
年
十
一
月
末
か
ら
一
一
月
末
頃
ま
で
大
挙
し
て
渡
来
し
て
く
る

鹿
児
島
県
出
水
市
の
ナ
ベ
ヅ
ル
や
マ
ナ
ヅ
ル
。
今
冬
は
五
千
羽
を

越
え
保
護
区
内
の
水
田
保
障
問
題
が
こ
じ
れ
た
こ
と
も
耳
新
し
い

が
、
彼
等
は
ツ
ル
で
あ
る
証
拠
に
樹
木
な
ど
に
は
決
し
て
と
ま
ら

な
い
。
す
べ
て
地
上
だ
。

一
方
、
今
冬
も
綾
部
市
に
一
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
て
き

た
が
、
ツ
ル
と
の
違
い
は
ク
チ
バ
シ
が
一
見
し
て
大
き
い
こ
と
と

電
柱
や
樹
の
上
に
と
ま
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
挙

し
て
渡
来
し
て
く
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
一
一
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
絶

滅
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
要
因
で
も
あ
る
。

い
ま
動
物
園
で
飼
育
中
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
全
て
が
中
国
産
で
、

一
一
ホ
ン
産
の
も
の
は
も
う
一
羽
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

繁
殖
を
計
る
べ
く
豊
岡
市
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
セ
ン
タ
ー
へ
も
神
戸
所

有
の
も
の
が
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
。

王
子
動
物
園
で
は
中
国
産
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
ウ
ノ

ト
リ
（
シ
ュ
バ
シ
コ
ウ
）
と
の
混
血
種
も
誕
生
、
孫
ま
で
生
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
体
験
は
も
う
幾
つ
か
の
報

告
記
事
と
し
て
発
表
し
て
き
た
。

〔
十
二
月
八
日
、
運
命
の
フ
ラ
イ
ン
グ
〕

今
度
こ
そ
、
中
国
産
で
あ
ろ
う
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
同
士
の
ペ
ア
を

組
ま
せ
繁
殖
を
さ
せ
た
い
。
担
当
の
鈴
木
、
安
福
、
吉
竹
、
飼
育

ひ
と
つ
が
い

員
は
胸
を
は
ず
ま
せ
－
年
前
か
ら
一
番
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
同
居
作
業

つ
ぷ
い

を
進
め
て
い
た
。
い
よ
い
よ
番
行
動
を
見
せ
だ
し
た
の
は
昭
和
五

十
五
年
十
一
月
初
旬
、

「
あ
っ
、
や
り
は
じ
め
。
ク
ラ
ッ
タ
ー
リ
ン
グ
や
／
・
」

鳴
声
を
出
さ
な
い
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
ク
チ
バ
シ
を
カ
タ
カ
タ
カ
タ

と
激
し
く
か
み
合
せ
て
音
を
た
て
る
。
こ
れ
を
ク
ラ
ッ
タ
ー
リ
ン

グ
と
よ
ぶ
。
雄
が
や
れ
ば
雌
も
飛
ん
で
き
て
、
高
い
巣
塔
に
二
羽

が
揃
っ
て
と
ま
り
、
カ
タ
カ
タ
カ
タ
カ
タ
…
…
。
さ
ら
に
そ
の
あ
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１
１２０
１

〔
人
エ
ク
チ
バ
シ
装
着
〕

こ
こ
ま
で
元
気
に
回
復
し
た
ん
や
、
な
ん
と
か
人
工
の
ク
チ
バ

シ
を
作
っ
て
や
っ
た
ら
／

あ
り
が
た
い
発
想
で
い
ざ
取
り
つ
け
手
術
を
す
る
こ
と
二
回
。

だ
が
結
果
は
思
わ
し
く
な
く
、
残
念
な
が
ら
、
〃
人
工
ク
チ
バ
シ
、

ま
た
ポ
ロ
リ
″
一
月
一
一
十
日
付
毎
日
新
聞
。
な
ど
大
き
く
報
道
さ

れ
た
。だ

が
、
二
回
共
一
カ
月
足
ら
ず
で
は
あ
っ
た
が
、
コ
ウ
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
は
、
確
か
に
自
力
で
の
生
活
を
身
体
で
味
わ
っ
て
い
た
。

エ
イ
ノ
．
い
と
も
簡
単
に
ァ
ジ
や
ド
ジ
ョ
ウ
を
自
分
の
ク
チ
バ
シ

で
食
べ
れ
た
こ
と
。
そ
れ
に
、
仲
間
た
ち
へ
、
激
し
く
ク
ラ
ッ
タ

ー
リ
ン
グ
が
で
き
た
こ
と
。
い
や
、
そ
れ
に
、
い
つ
。
へ
ん
に
羽
の

色
つ
や
が
よ
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
ク
チ
バ
シ
で
一
本
一

本
羽
を
手
入
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
お
し
ゃ
れ
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

だ
が
、
そ
う
し
た
日
夜
も
あ
つ
と
過
ぎ
て
し
ま
い
、
ま
た
ま
た

安
福
さ
ん
の
手
か
ら
食
べ
さ
せ
て
貰
っ
て
い
る
毎
日
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

「
手
術
の
都
度
コ
ウ
ち
ゃ
ん
が
怖
が
っ
て
、
も
の
す
ご
く
人
間
嫌

い
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
う
う
ま
く
い
か
へ
ん
の
や
っ
た
ら
、

ポ
ン
と
投
げ
て
食
べ
さ
せ
な
が
ら
静
か
に
一
日
で
も
長
生
き
さ
せ

た
ら
え
え
と
も
思
っ
た
り
す
る
ん
や
／
」

や
さ
し
い
安
福
さ
ん
の
瞳
が
キ
ラ
リ
と
光
っ
て
い
た
。

コ
ゥ
ち
ゃ
ん
／
思
い
き
り
安
福
さ
ん
に
甘
え
て
一
日
で
も
長
生

き
す
る
ん
や
で
／
，

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
会
と
講
演
の
集
い

日
時
／
３
月
型
日
（
日
）
午
後
１
時
釦
分
朋
場

場
所
／
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

主
他
／
社
団
法
人
「
家
庭
菱
謹
促
進
協
会
」

入
場
料
／
７
０
０
円
（
大
人
・
子
供
と
も
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
講
演
・
午
後
２
時
１
３
時

「
育
て
る
こ
こ
ろ
ｌ
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
育
児
の

記
録
」

講
師
・
亀
井
一
成
氏
（
ご
希
望
の
方
に
は
当
日

会
場
で
趣
井
氏
サ
イ
ン
入
り
の
上
記
写
真
を
差

し
あ
げ
ま
す
）

映
画
・
午
後
３
時
、
分
１
５
時

「
ブ
リ
キ
の
勲
章
」
出
演
／
中
村
嘉
葎
雄
他

と
、
雄
が
小
枝
を
ク
チ
バ
シ
で
拾
っ
て
巣
塔
へ
運
び
だ
し
た
。

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
今
年
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
れ
る
ぞ
／
、
」

だ
が
、
昭
和
五
十
五
年
十
一
一
月
八
日
、
午
後
三
時
一
一
十
分
頃
、

あ
れ
だ
け
元
気
だ
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
雄
が
地
上
に
伏
せ
て
い
る

と
い
う
報
せ
が
入
っ
た
。

担
当
の
飼
吉
員
は
顔
色
を
失
っ
た
。

哀
れ
に
も
、
雄
は
ク
チ
バ
シ
の
三
分
の
二
を
ポ
ロ
リ
と
折
っ
て

し
ま
っ
て
お
り
、
出
血
が
続
い
て
い
た
。
上
衣
を
ぬ
ぎ
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
を
包
み
こ
む
よ
う
に
し
て
抱
き
、
直
ち
に
動
物
病
院
に
運
び

こ
ん
で
、
手
当
が
な
さ
れ
た
。

最
悪
の
場
合
、
ク
チ
バ
シ
が
折
れ
ず
に
首
の
骨
に
損
傷
が
起
こ

っ
て
い
た
な
ら
ば
、
即
死
し
た
で
あ
ろ
う
。

〔
手
当
の
効
と
、
さ
し
餌
の
効
〕

も
う
と
て
も
自
力
で
エ
サ
を
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
外
科

的
な
手
当
は
、
幸
に
も
日
々
快
方
へ
と
向
っ
て
い
っ
た
が
、
や
は

り
、
激
し
い
事
故
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
だ
ろ
う
、
食
欲
が
全
く
現
れ

て
く
れ
な
い
。
む
り
や
り
に
口
を
開
け
さ
せ
、
ア
ジ
や
ド
ジ
ョ
ウ

を
さ
し
入
れ
る
の
だ
が
、
う
ま
く
入
っ
た
と
思
っ
て
い
て
も
首
を

数
回
ブ
ル
ル
ン
ム
横
振
り
し
た
ら
全
て
吐
き
だ
し
て
し
ま
う
の

だ
。
も
う
こ
う
な
っ
た
ら
、
た
と
え
一
匹
の
ド
ジ
ョ
ウ
で
も
と
、

さ
し
入
れ
て
は
喉
元
を
手
で
軽
く
さ
す
っ
て
や
っ
た
り
、
吐
き
だ

さ
な
い
よ
う
ジ
ー
ッ
と
持
っ
た
ま
ま
時
間
を
待
つ
。

そ
し
て
、
数
分
後
に
ま
た
一
匹
と
い
う
風
に
、
病
体
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
に
無
理
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
大
変
な
世
話
を
続
け
た
。

烏
に
と
っ
て
、
人
間
に
お
さ
え
つ
け
ら
れ
、
ク
チ
バ
シ
を
開
け

ら
れ
る
こ
と
の
恐
怖
は
、
死
に
も
の
ぐ
る
い
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

安
福
さ
ん
は
、
か
っ
て
、
オ
オ
ヅ
ル
や
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
を
人
工
で

育
て
た
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
自
分
の
顔
や
手
首
が
傷
だ
ら
け
に
な
っ
て

も
、
な
だ
め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
必
死
の
さ
し
餌
を
続
け
て
い
っ
た

「
ほ
ん
と
に
よ
く
や
っ
て
や
っ
た
な
あ
ノ
．
」
…
私
の
声
援
。

そ
し
て
一
年
、
雄
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
）
は
も
う
、

す
っ
か
り
さ
し
餌
の
日
課
を
待
つ
ま
で
に
な
り
、
ポ
ー
ン
と
ア
ジ

を
放
り
投
げ
て
も
、
短
い
ク
チ
バ
シ
を
あ
や
つ
っ
て
、
ひ
ょ
い
と

う
け
て
食
べ
る
ま
で
に
も
な
っ
て
い
た
。
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会
は
７
時
よ
り
バ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
、
８
時
に
デ
ィ
ナ
ー
、

シ
ョ
ウ
タ
イ
ム
は
加
時
頃
か
ら

始
ま
っ
た
。
シ
ョ
ウ
は
、
キ
ャ

バ
レ
ー
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
し
た
カ
レ

ン
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
さ
ん
は
昔

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
校
で
演
劇

を
教
え
て
い
た
が
現
在
は
家
庭

★
神
戸
凧
月
堂
が

地
階
ホ
ー
ル
で
新
年
祝
賀
会

去
る
１
月
四
日
、
午
後
６
時

よ
り
、
神
戸
夙
月
堂
本
社
地
階

凧
月
堂
ホ
ー
ル
に
て
、
取
引
先

や
得
意
先
を
招
待
し
て
、
同
社

恒
例
の
新
年
祝
賀
会
が
開
か
れ

た
。

青山寿さんを囲んで

霧職

演
壇
に
は
「
あ
の
店
と
指
定

を
受
け
る
必
掛
け
」
「
誠
実
、

智
力
、
努
力
」
の
二
つ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、
会
は
、

同
社
社
長
下
村
光
治
氏
の
「
今

年
は
体
を
使
う
よ
り
も
頭
を
使

う
」
と
か
「
石
垣
の
中
の
総
の

よ
う
に
じ
っ
と
し
て
い
て
、
う

ま
い
も
の
が
き
た
ら
ガ
ブ
ッ
と

食
べ
る
」
と
い
う
今
年
の
経
営

方
針
を
混
え
た
あ
い
さ
つ
で
始

ま
っ
た
。
続
い
て
、
尼
崎
商
工

会
議
所
会
頭
の
樽
谷
精
一
氏
か

ら
同
社
工
場
の
尼
崎
進
出
を
讃

え
る
祝
辞
の
後
に
乾
杯
。
バ
ン

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

なごやかな晩餐会

ド
の
音
楽
が
流
れ
る
な
ご
や
か

な
晩
餐
会
へ
と
移
っ
た
。

☆
神
戸
ク
ラ
ブ
で

キ
ャ
バ
レ
ー
シ
ョ
ウ
の
夕

１
月
羽
日
訓
日
の
夕
、
北
野

の
神
戸
外
国
倶
楽
部
に
お
い
て

〃
デ
ィ
ナ
ー
と
キ
ャ
バ
レ
ー
シ

ョ
ウ
″
の
会
が
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ス

。
ア
ン
ド
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
）

の
基
金
募
集
の
た
め
に
、
神
戸

在
住
の
外
国
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
開
い
た
も
の
。

か
れ
西
内
孝
一
、
小
裸
幸
史
、

三
浦
正
二
、
武
本
賢
吾
、
渋
野

栄
一
氏
や
中
国
医
科
大
学
教
授

で
日
本
滞
在
中
の
石
栄
先
生
も

馳
け
つ
け
国
際
色
豊
か
な
会
と

121
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ショウタイムは盛り上った

の
主
婦
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
も
同

様
に
素
人
ば
か
り
。
し
か
し
、

舞
台
で
は
、
歌
、
踊
り
、
芝
居
、

漫
談
、
腹
話
術
等
と
、
と
て
も

素
人
と
は
思
え
な
い
芸
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
、
や
ん
や
の
喝
采

を
あ
び
、
外
国
人
ら
し
い
陽
気

な
パ
ー
テ
ィ
ー
が
夜
遅
く
ま
で

続
け
ら
れ
た
。

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
は
日
本
へ
初
め
て
き
た
外
人

に
日
本
と
神
戸
を
紹
介
す
る
活
動
を
し

て
い
る
在
神
外
国
人
の
私
的
グ
ル
ー
プ
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